
平成 年 月 日 治 水 （昭和 年 月 日
第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

発 行 全 国 治 水 期 成 同 盟 会 連 合 会

東京都千代田区平河町 （砂防会館内）
電 話 （ ） （ ）

編集・発行人 大 場 真 弥
印 刷 所 株式会社 白橋印刷所

会員（定価 部 円）その他一般（定価 部 円）
毎月 回 日発行

目 次

水防法及び土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の
推進に関する法律の一部を改正する法律 について 河川局水政課
河川愛護月間の実施について 河川局治水課
森と湖に親しむ旬間 河川局河川環境課
現下の課題・ダム事業を考える（その ） 富士常葉大学環境防災学部教授 竹林 征三
地方からの声 全国治水期成同盟会連合会理事 春日部市長 三枝 安茂
全水連だより



わが国では、災害に対し脆弱な国土構造を有する

ため、古くから水害や土砂災害についての防災対策

が行われ、社会経済活動の基盤としてこれまでの発

展を支えてきた。しかしながら、平成 年度におい

ては、梅雨期の集中豪雨及び度重なる台風の上陸に

より、全国各地で激甚な被害を受ける事態が生じた

ところである。

平成 年度における一連の災害は、主に、局所的

な集中豪雨が頻発し、その影響を如実に受けやすい

中小河川における洪水及び急斜面等での土砂災害が

多く発生したものである。また、少子高齢化の進展

等に伴い、高齢者及び保育園の園児といった特に防

災上の配慮を要する者の被災が目立ったほか、地域

コミュニティの衰退、水防団員の減少等によって、

災害時における地域の共助体制の脆弱化が明らかに

なった次第である。

こうした一連の災害から浮かび上がった新たな課

題に的確に対応し、安全で安心できる社会の形成を

図るため、国土交通省では平成 年 月 日に社会

資本整備審議会河川分科会に豪雨災害対策総合政策

委員会を設け、本委員会において、従前の災害対策

を総点検するとともに抜本的な改善を図るための方

策についてご審議いただき、同年 月 日には 総

合的な豪雨災害対策についての緊急提言 を取りま

とめいただいた。さらに、緊急提言を受けて、同年

月 日には、国土交通省として 豪雨災害対策緊

急アクションプラン を取りまとめたところである。

本法律は、当該緊急提言及びアクションプランに

基づき、地域の水災及び土砂災害の防止力の向上を

図るため、浸水想定区域を指定する河川の範囲の拡

大、中小河川における洪水情報等の提供の充実、水

防協力団体制度の創設、非常勤の水防団員に係る退

職報償金の支給規定の創設、土砂災害警戒区域にお

ける警戒避難体制の充実等、水防法（昭和 年法律

第 号）及び土砂災害警戒区域等における土砂災

害防止対策の推進に関する法律（平成 年法律第

号）について所要の改正を行うものとして、平成

年 月 日に閣議決定され、国会での審議を経て、

同年 月 日に公布されたところである。

以下、本法律の概要について紹介させていただく

こととする。

【概 要】

水防法の一部改正

浸水想定区域の指定対象河川の拡大及び浸水想

定区域における警戒避難体制の充実等

浸水想定区域の指定対象河川を、現行の洪水

予報河川から主要な中小河川（国土交通大臣又

は都道府県知事が、洪水予報を行う河川以外の

河川で洪水により国民経済上重大な損害又は相

当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定

した河川）まで拡大し、当該河川の水位が特別

警戒水位に達したときは、国土交通大臣又は都

道府県知事は、その旨を関係都道府県知事又は

都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量

水標管理者に通知するとともに、一般に周知さ

せなければならないこととした。

【水防法第 条及び第 条関係】

また、都道府県の水防計画で定める量水標管

理者は、量水標等の示す水位が警戒水位を超え

るときは、その水位の状況を公表しなければな

らないこととした。 【水防法第 条第 項】
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また、浸水想定区域における警戒避難体制を

充実させるため、
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市町村防災会議は、浸水想定区域内に主と

して高齢者等の特に防災上の配慮を要する者

が利用する施設がある場合には、当該施設に

ついて、洪水予報等の伝達方法を定めること

とした。 【水防法第 条第 項】

市町村地域防災計画に名称及び所在地が定

められた地下街等の所有者又は管理者は、当

該地下街の利用者の避難確保計画を作成し、

公表しなければならないこととした。

【水防法第 条第 項】

浸水想定区域をその区域に含む市町村の長

は、市町村地域防災計画において定められた

洪水予報等の伝達方法等の事項を住民に周知

させるために、洪水ハザードマップを印刷物

の配布その他の適切な方法により各世帯に提

供すること及び当該洪水ハザードマップの情

報をインターネットの利用その他の適切な方

法により住民がその提供を受けることができ

る状態に置くことの措置を講じなければなら

ないこととした。 【水防法第 条第 項】

防活動に協力する 法人及び公益法人を水

防協力団体として指定することができることと

した。

水防協力団体は、水防団又は消防機関が行う

水防上必要な監視、警戒その他の水防活動への

協力等の業務を行うこととし、水防団及び消防

機関との密接な連携の下に水防活動への協力業

務を行わなければならないこととした。

水防管理者による水防協力団体に対する監督

等について規定するとともに、国、都道府県及

び水防管理団体は、水防協力団体に対し、その

業務の実施に関し必要な情報の提供又は指導若

しくは助言を行うこととした。【水防法第 章】

（洪水ハザードマップの作成イメージ）

洪水予報制度の充実

国土交通大臣は、気象庁長官と共同して、現行の

水位又は流量に加え、はん濫による浸水に係る洪水

予報を行うものとした。 【水防法第 条第 項】

水防計画の要旨の公表等

都道府県知事又は指定管理団体の水防管理者は、

毎年水防計画に検討を加え、必要があると認めると

きは、これを変更しなければならないこととすると

ともに、水防計画を定め、又は変更したときは、そ

の要旨を公表しなければならないこととした。

【水防法第 条及び第 条】

水防協力団体制度の創設

水防管理者が、水防団又は消防機関が行う水

非常勤の水防団員に係る退職報償金支給規定の

創設

水防団長又は水防団員で非常勤のものが退職した

場合において、退職報償金を支給することができる

こととした。 【水防法第 条の 】

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策

の推進に関する法律の一部改正

土砂災害警戒区域における警戒避難体制の充実

市町村防災会議は、土砂災害警戒区域内に主

として高齢者等の特に防災上の配慮を要する者

が利用する施設がある場合には、当該施設につ

いて、土砂災害に関する情報等の伝達方法を定

めることとした。

【土砂災害防止法第 条第 項】

土砂災害警戒区域をその区域に含む市町村の

長は、土砂災害に関する情報の伝達方法等の事

項を住民に周知させるために、土砂災害ハザー

ドマップを印刷物の配布その他の適切な方法に

より各世帯に提供すること及び当該土砂災害ハ

ザードマップの情報をインターネットの利用そ



の他の適切な方法により住民がその提供を受け

ることができる状態に置くことの措置を講じな

ければならないこととした。

【土砂災害防止法第 条第 項】

施行日について

． の退職報償金支給規定の創設については、

この法律の公布の日（平成 年 月 日）から施行

されているところである。また、この法律における

それ以外の改正規定については、平成 年 月 日

から施行されることとなっている。
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河川は、私達の生活にうるおいとやすらぎを与え

てくれる貴重な水と緑の空間であり、良好な河川空

間について国民の関心はますます高くなっていま

す。

国土交通省では、河川が地域住民の共有財産であ

るという認識の下に、河川についての理解と関心を

深め、地域住民、市民団体や関係行政機関等による

流域全体の良好な河川環境の保全・再生を積極的に

推進するとともに、河川愛護意識が広く国民の間で

醸成されることを目的とし、 月を 河川愛護月間

と定め、河川愛護運動を実施しています。

本年度も、各地方整備局、都道府県、市町村等が

主体となって、地域住民、河川愛護団体、関係行政

機関等の協力を得て、 川が好き 川にうつった

空も好き（平成 年 河川愛護月間 推進標語募集、

最優秀賞作品）を推進標語として、河川愛護運動を

河川愛護月間の実施について
川が好き 川にうつった 空も好き

河川局治水課

積極的に展開することとしています。

月間中は、ポスター、ちらし等による広報活動を

はじめ、全国各地で、河川のクリーン作戦、絵画・

作文等のコンクール等地域の実情に応じた多様な活

動を積極的に実施することとしています。

特に、各地域において地域住民、市民団体等との

河川のふれあい点検、水面利用・川下り、川の指導

者等の人材育成の支援、河川に関する地域住民、市

民団体等とのコミュニケーションの充実等を実施す

ることとしています。（別紙 参照）

また、今年は、これらの活動に加え、河川愛護月

間の全国版推進ポスターの募集を行うこととしてお

ります。（別紙 参照）

これらのイベントに、一人でも多くの方が参加さ

れ、河川愛護運動の主旨をご理解いただき、一層の

ご協力をお願いいたします。

別紙

平成 年度 河川愛護月間 実施要綱

目 的

この運動は、身近な自然空間である河川への国

民の関心の高まりに応えるため、地域住民、市民

団体と関係行政機関等による流域全体の良好な河

川環境の保全・再生への取り組みを積極的に推進

するとともに、国民の河川愛護意識を醸成するこ

とを目的とする。

期 間

平成 年 月 日（金）から 月 日（日）まで

主 催

国土交通省、都道府県、市町村

後 援

内閣府、日本放送協会、 日本新聞協会、 日

本民間放送連盟

協 賛

日本河川協会、全国治水期成同盟会連合会、

全国水防管理団体連合会、 建設広報協議会、

河川環境管理財団、 河川情報センター、 リバー
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フロント整備センター、 渡良瀬遊水地アクリ

メーション振興財団、全国建設弘済協議会

運動の重点

地域と一体となった良好な河川環境の保全・再

生

地域社会と河川との関わりの再構築

河川愛護意識の醸成

河川の適切な利用の推進

推進標語

川が好き 川にうつった 空も好き

（平成 年 河川愛護月間 推進標語募集、最

優秀賞作品）

実施要領

河川管理者は、地域住民、市民団体、関係行政

機関等と協力し、この月間中に、河川愛護の意識

が広く国民の間で醸成されるよう、次に掲げる活

動及び地域の実情に応じた多様な活動を積極的に

展開するものとする。

地域と一体となった良好な河川環境の保全・再

生

イ．良好な河川環境の保全・再生

良好な河川環境を保全・再生するため、地域

住民、市民団体等が主体となって行う河川環境

の保全・再生等に関する活動を積極的に支援す

る。

ロ．河川の美化

月間中に 川のクリーン作戦 等を企画し、

河川に関わる市民団体、町内会、関係行政機関

等と協力しつつ河川美化を推進する活動を行う

とともに、堤防、河川敷等に廃棄されたゴミの

一斉清掃等を行う。

地域社会と河川との関わりの再構築

イ．地域住民、市民団体等と協力した河川の点検

等

すべての人々が親しみやすい河川空間にする

ため、地域住民、市民団体等と河川管理者が協

力して、川へのアクセスや利用について点検す

る機会を設け、今後の川づくりに反映させる。

ロ．水面の利用、川下り等

多くの河川で、カヌー、ボート、イカダ等に

よる河川の水面利用が行われるようになってい

る。地域住民、市民団体等による河川の水面利

用を体験する活動を支援するとともに、河川の

水面利用の安全点検を河川利用者と河川管理者

が協力して行う。

ハ．川の指導者等の人材育成の支援

川に対する基本的な知識、川での様々な遊び、

地域の歴史・文化等を教えることのできる 川

の指導者 等の人材を育成し、それぞれの地域

で子どもに対して川での遊び方を教える活動等

を支援する。

ニ．河川に関する地域住民等とのコミュニケーシ

ョンの充実

河川は、地域の水循環の主軸で、地域の文化、

風土等とのつながりを有している。このため、

川や流域における 川の 日 の情報の積極

的な提供に努め、関係機関や地域住民、市民団

体等とのコミュニケーションの充実を図る。

河川愛護意識の醸成

イ．河川についての広報活動の実施

報道関係機関等の協力を得て、積極的に河川

に関する広報活動を行う。

広報誌、折り込み、スライド、ポスター、ス

テッカー等を活用し、この月間の趣旨の地域住

民、市民団体、河川利用者等への浸透を図る。

ロ．河川愛護団体への支援等

河川愛護団体への支援に努め、必要に応じて

表彰等の措置を講じ、河川愛護意識の醸成を図

る。

なお、みどりの愛護功労者国土交通大臣表彰

に推薦されるよう積極的に努めるものとする。

ハ．各種イベントの開催

月 日が 川の日 であることも踏まえ、川

の日 と連携した講演会、シンポジウム等を積

極的に開催するほか、河川に関する写真、絵画、

作文のコンクールを開催し、優秀作品は表彰、

展示を行う等により、河川愛護意識の醸成を図

る。

河川の適切な利用の推進

イ．関係行政機関が共同して河川のパトロールを

実施する等、河川利用者等に対し河川の適切な

利用に関する指導等を行う。

ロ．地域において、住民の日常的な河川空間の利

用が促進され、地域づくり、まちづくりにおい

て活かされるよう関係機関との連携の強化を図

る。



別紙

河川愛護月間 推進ポスター募集要領

趣 旨

本年度より新たに使用しております河川愛護月

間の標語 川が好き 川にうつった 空も好き

は、平成 年度に募集し最優秀賞を受賞された山

口県の中学生の作品です。この標語の思いを生か

し、かつ河川愛護の意識がより高まることを目的

に、本年度は、次世代を担う全国の小中学生・高

校生から本月間の標語をテーマにしたポスター作

品を広く募集いたします。なお、本年度ご応募い

ただいた作品のうち、優秀な作品を来年度の河川

愛護月間の推進ポスターに採用する予定でおりま

すので、多数のご応募をお待ちしております。

応募方法

募集内容

本月間の推進標語 川が好き 川にうつっ

た 空も好き を組み入れたポスターを作

成して下さい。標語のデザイン・彩色・画

材は自由です。ただし、写真を除く。

応募資格

全国の小学生・中学生・高校生（一人一作

品とします）

サ イ ズ

四つ切り画用紙まで（縦書き）

応募方法

作品の裏に、住所・氏名・年齢・性別・電

話番号・学校名・学年及び作品の趣旨又は

河川愛護への思い（ 字以内）をご記入

の上、郵送して下さい。

送付先

東京都千代田区霞ヶ関

国土交通省河川局治水課内

河川愛護月間 推進ポスター募集係 行

問い合わせ先

国土交通省河川局治水課総務係

（内線 ）

詳しくは、

まで
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応募期間

平成 年 月 日（木）まで（当日必着）

応募上の注意

応募作品の使用・著作権は、国土交通省に帰

属します。

応募は、未発表のオリジナル作品に限ります。

応募作品は、返却致しません。

審査員

審査員は、水環境の専門家、マスコミ関係者、

ライター、美術の専門家等で構成する予定です。

発表方法

月に決定後、入賞者には直接通知するととも

に、機関誌等に掲載します。

作品使用

優秀作品は、平成 年度 河川愛護月間 のポ

スター、チラシ等で使用するほか、河川愛護月間

の推進に幅広く活用します。

賞

最優秀賞 点 、優秀賞 点、優良賞 点

表 彰

主催者である国土交通省から賞状を、協賛団体

から副賞を贈呈します。
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呼びかけ統一標語

ふれあいさわやか 森と湖

もう一つ ふるさと見つけた 森と湖

さわやかな 心のオアシス 森と湖

統一シンボルマーク

森と湖に親しむ旬間

河川局河川環境課

までを 森と湖に親しむ旬間 として定めています。

この旬間は、昭和 年度より開始され、国民の皆

様に森林や湖に親しむことにより、心と体をリフレ

ッシュしながら、森林やダム等の重要性について理

解を深めていただくことを目的としています。

本年度も旬間中は、国土交通省、林野庁、都道府

県、市町村等が主催者となり、全国各地の管理ダム

を中心として、ダム堤体内、発電所、水源林の見学

会やコンサート、シンポジウム等の各種イベントが

実施されるほか、ポスター、チラシ等により広報活

動を展開しています。また、全国行事として 月

日から 日にかけて早明浦ダム周辺（高知県）にお

いて 全国森と湖に親しむつどい が実施されます。

特に本年度は昨年各地を襲った豪雨等の災害を踏

まえたうえで、流域住民等の皆様に森林やダム等の

重要性をさらにご理解いただく必要があると考えま

す。以下に旬間実施要綱及び全国行事の概要を紹介

します。

平成 年度 森と湖に親しむ旬間 実施要綱

目 的

国民に森と湖に親しむ機会を提供することに

よって、参加者の心身をリフレッシュし、明日へ

の活力を養うとともに、森林やダム、河川等の重

要性について、国民の関心を高め、理解を深める

ことを目的とする。

期 間

平成 年 月 日（木）から 月 日（日）

主 催

国土交通省、林野庁、都道府県、市町村

後 援（予定）

内閣府、水資源機構、緑資源機構、日本放送協

会、 日本新聞協会、 日本民間放送連盟

行事等の実施主体等

実施主体

各地方公共団体、マスコミ関係機関、民間企業

等の主催により実施されるよう調整する。

全国行事は、民間企業等の協力を得て 森と湖

に親しむ旬間全国行事実行委員会 （会長 高知

県知事）の主催により実施する。

実施場所

全国各地の森林、すべての管理中のダム（国、

機構、都道府県）及び可能な限り多くの利水ダム

において行うことを目標とする。

また、全国行事として、 全国森と湖に親しむ

つどい を早明浦ダム（高知県長岡郡本山町、土

佐郡土佐町）及び周辺地域において実施する。

実施内容等

行事主体の統一テーマ

広げよう、森と湖のネットワーク

水と緑に恵まれた自然豊かな森と湖に集い、自

然環境に親しみ、人と人との交流を深め、やすら

ぎやうるおいを感じてもらうことを通して森と湖

の大切さを理解することを目的に、この統一テー

国土交通省及び林野庁は、毎年 月 日から 日



マのもと、全国各地の水源地において各種行事、

広報活動等を実施する。

実施内容

ア．森林、ダム、湖沼の美しさ、快適さを享受す

るための行事等の実施

イ．森林、ダム、湖沼に対する理解、関心を深め

るための行事等の実施

ウ．森と湖のある上流水源地域住民と下流都市地

域住民との交流

エ．広報活動の推進

オ．その他

協 賛（予定）

日本河川協会、 国土技術研究センター、

河川情報センター、 河川環境管理財団、 日本

ダム協会、 ダム・堰施設技術協会、 ダム技術

センター、 ダム水源地環境整備センター、全国

治水期成同盟会連合会、 全国治水砂防協会、

建設広報協議会、全国建設弘済協議会、 国土緑

化推進機構、 日本治山治水協会、全国森林組合

連合会、 全国森林土木建設業協会、 日本森林

技術協会、 日本林業協会、 日本林業土木連合

協会、 林業土木コンサルタンツ、 林野弘済会

平成 年度 全国行事の概要

森と湖に親しむ旬間 における全国行事は、昭

和 年度の川治ダムを最初に、全国の管理ダムにお

いて順次実施しており、今回で 回目を迎えます。

今年度は、早明浦ダム周辺で、 森と湖に親しむ

つどい さめうら湖フェスティバル として開

催され、その概要は次のとおりです。

会 場 早明浦ダム湖（高知県長岡郡本山町、

土佐郡土佐町）他

開 催 日 平成 年 月 日（土） 日（日）

主要行事

シンポジウム

山を守る地域を生かす森と湖（仮） 中山間地

域（水源地域）を支える人のネットワーク

昨年は多くの台風が日本列島を襲い、四国、

中国、北陸等の河川氾濫が発生しました。また

土砂崩れ、崩壊が各地で発生しています。四国

は吉野川、四万十川をはじめ、豊かな森林と河

川が存在しますが、過疎化、高齢化等の課題が

あります。昨年度の自然災害を再度見つめなが

ら、水源地域に生きる人々の暮らしと下流域の

方々との関係、健全な森と水と人の関係のあり

方、将来の森と水の担い手である子供たちにど

のように森林やダム等の重要性を伝えていけば

よいのか、などについて考えます。

日 時 月 日（土）

場 所 本山町プラチナセンター（高知県長

岡郡本山町）

内 容

第一部 子どもフォーラム

第二部 パネルディスカッション

早明浦ダム及び周辺地区イベント

日 時 平成 年 月 日（土） 日（日）

場 所 早明浦ダム及び周辺地区

主な行事

早明浦ダム右岸ステージ

日 オープニングセレモニー、

記念式典（森と湖のある風

景画コンクール表彰等）、

郷土芸能等

早明浦ダム右岸イベント広場

日 日 降雨体験、土石流体験等

早明浦ダム左岸イベント広場

日 日 クライミング体験教室、物

産コーナー等

早明浦ダム湖周辺

日 日 ダム堤体見学、カヌー教室、

流木無料プレゼント等

その他、全国各地の管理ダムで様々なイベン

トが開催されます。ぜひ最寄りの管理ダムで行

われる各種行事に参加し、森林やダム等の重要

性について、より一層理解を深めていただきた

いと思います。

なお、全国各地で開催される各種行事につき

ましては、国土交通省のホームページに掲載す

る予定です。
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お わ り に

できるだけ大きなダムを
──ダムサイトは神様からの贈り物──

ダムサイトすなわちダムを建設する位置は神様か

らの贈り物である。ダムは河川の狭窄部を締め切っ

て水を貯める空間を造ることである。

まず、地形条件として一つの河川でダムが建設で

きそうな狭窄部は多くはない。そして、その位置の地

質条件がダム建設に耐える強度等を備えているかど

うかをよく調べねばならない。さらに水没戸数等社

会条件にも恵まれているダムサイトはさらに限定さ

れる。例えば、富士川や安倍川のように中央構造線や

フォッサマグナに沿う河川では地質条件から本川沿

いにダムサイトの適地はない。ダムをつくる要請が

あっても出来ないということである。このことは世

界でも同じでダムサイトの適地はそう多くはない。

次に、ダムの高さ（ダム高 ）が高くなれば貯水

容量（ ）が指数関数的に大きくなる。例えば、ダ

ム高が ％程度高くなれば貯水容量がすぐに 倍、

倍にもなる。おおまかな話で言うと、ダム本体の

建設費用はダムの堤体積に比例するので、ダム高が

％高くなれば、ダムの堤体積はダム高の 乗に比

例するので、堤体積が ％増え、ダム本体の建設費

も ％増えることになる。一方、貯水容量はダム高

との関係にもよるが ％増加する。ダムの効

用は貯水容量により決まる。すなわちダムはダム高

が大きくなればなるほど指数関数的に効用は大きく

なる。しかし、ダムサイトでは、地形・地質条件・

技術レベル等から、それ以上高くできない高さがあ

る。したがって、世界のダム計画においては、その

ダムサイトで出来るだけ大きなダムを建設するのが

一番効率的かつ経済的なのである。ダム建設の世界

の常識はそのダムサイトで建設可能な大ダムを建造

するということである。

河川の年間総流出量とダムの貯水容量を比較した

国土交通省河川局の資料を見ると、世界のダムと日

本のダムとの違いに愕然とさせられる。利根川の年

間総流出量が 億トンに対し利根川水系の全ダム

の貯水容量が 億トンで貯水率は ％である。信

濃川は 億トンの年間総流出量に対し全ダムの貯

水容量は 億トンで貯水率は ％である。木曾三

川の年間総流出量の 億トンに対し全ダムの貯水

容量は 億トンで貯水率は である。淀川は

億トンの年間総流出量に対し全ダム貯水量は 億

トンで貯水率 ％である。太田川は 億トンの年

間総流出量に対し全ダム貯水量は 億トンで貯水

率は ％である。このように日本の河川において

は年間総流出量に対してダムで水を貯める容量はせ

いぜい ％くらいである。しかし諸外国を見て

みると、エジプトのナイル川は年間総流出量 億

富士常葉大学環境防災学部 教授

工学博士 竹 林 征 三
附属 風土工学研究所 所長

現下の課題・ダム事業を考える（その ）
─治山・治水は国家百年の計─



トンに対しアスワンハイダムの貯水容量は 億

トンであり 年分の水を貯める。

アメリカのコロラド川の年間総流出量 億トン

に対しグランドクーリーダムの貯水容量 億トン

で 年分貯める。この違いは河川勾配の違いによ

るところも大きいが、アスワンハイダムもグランド

クーリーダムも経済性や効率性の観点から、限られ

たダムサイトで出来るだけ大きな貯水容量を持つダ

ムを造るというダム計画の思想が読み取れる。

ダムは環境破壊か？
──素晴らしい環境創生のダム湖──

私はこれまで多くのダム湖の現地を訪れる機会を

得た。地図を見れば国立公園内の山中に湖水名が記

されている。その近くに行く機会があれば、その山の

湖に足をのばすこととしている。湖畔に佇めば、美

しい湖面が山峡に溶け込み、さながら山水画の世界

を演出していて、日本の風土の美に感動させられる。

さらに、湖畔の道をたどれば、堰堤の堤があらわ

れてくる。

この山の湖水は人工のダム湖であったことが知ら

される。このような現地での経験を重ねて、全国の

国立公園や国定公園あるいは県立公園内にある人工

ダム湖を調べてみた。

ダム築造年月と公園指定年月の時間的前後関係と

更に公園指定に当たっての公園審議会の指定説明文

を集めてみた。

すると全国の国立公園で のダム湖、国定公園で

のダム湖、都道府県立公園で のダム湖が、ダ

ム建設後、湖水が生まれ、その後、公園審議会で新

しく生まれた人工湖水が大自然に溶け込み美しい景

勝を形成していることより、素晴らしい日本の風景

を代表する景勝地として公園に指定する旨のことが

記されていた。

それらの湖水に共通する点が二つある。世の風潮

がダムは環境破壊のシンボル的存在にされる以前に

指定されていることと、もう一点は多くの人工ダム

湖に見られる特有な水際線の帯状の裸地が形成され

ていないことである。

また一方で、ダム湖に行けば、 ダム鳥獣保護

区と記されている看板に出会う。 ダム鳥獣保護

区の区域を調べてみると，折れ線でダム湖を取り囲

むよう区域が設定されている。鳥獣保護区の指定年

月日を調べてみるとダム湖が出現して数年経過して

から指定されている。

このようなダム湖鳥獣保護区を全国で調べてみる

と実に ダム湖があった。これらのダム湖も水際

に帯状の裸地が形成されていない。

貯水池の水際線の帯状裸地が出現せず、水面と水

際の生態系の連続性が保持されたならば、素晴らし

い生態系の楽園が現出するということを大自然の営

みが教えてくれている。

それらの美しい山の人工ダム湖水や生態系豊かな

ダム湖水に出会う一方で、ダム湖の水際が帯状に裸

地が形成されていて痛々しく、ダムは環境破壊のシ

ンボルであるとのイメージを実感させられるダム湖

に出会う。

なぜ、帯状裸地が形成されるダム湖と、帯状裸地

が形成されないダム湖があるのであろうか？。その

違いは何によるのであろうか。

ダム貯水池運用方式を調べてみれば歴然としてく

る。多目的ダムで夏季制限水位方式のダム湖は帯状

裸地が形成される。

一方、常時満水位方式のダム湖は帯状裸地が形成

されにくいことが歴然となってくる。その原因は洪

水期を迎えるに当たり 日 メートル等の割合で急

激に水位を人為的に下げる貯水池運用では水際の表

土が流失して裸地が形成される。

一方、人工ダム湖であっても常時満水位方式の貯

水池運用では水際の表土の流失は殆どなく、表土が

流失されなければ、水際環境に強い植生の出現によ

り、帯状裸地の形成が大幅に抑制されるということ

である。帯状裸地に耐えられる植生の研究もいろい

ろやられてきた。

しかし、余りにも大きい水位低下量や、急速な人

為的水位降下に追随できる植生はない。それに加え
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て、植生がよりどころとする斜面の表土が流失して

なくなってしまえば基盤が露出して打つ手がなく

なってしまう。

一方、自然湖沼も、渇水時には流入水量が減じ、

湖水位は徐々に低下していく。自然現象にともなう

水位降下には植生等生態系は追随していく。

土木事業と環境問題三つのインター
フェイス
──全てのものごとには二面性がある──

土木事業は本来、自然環境変化が人間社会に与え

る致命的な影響ダメージを軽減させる行為である。

古来より地球上に住む生物は地球の大きな自然環

境の変化のたびに絶滅ないしは潰滅的なダメージを

受けてきた。地球上に住む生物としての人類を見る

とき、地球の大きな営力を伴う自然環境変化、すな

わち洪水、山地崩壊、地震、津波、火山や海岸浸食

それに渇水などにより、生命や財産などが危険にさ

らされている。それらの環境からの影響を軽減する

対策としてのそれぞれのものに対する土木事業が治

水事業、砂防事業、耐震事業、防波堤、火山砂防や

護岸それに水道、利水ダム等である。以上のように

土木事業とは、本来その目的とするものは環境影響

軽減対策そのものである。

このことを環境と人間相互作用というとらえ方で

図化した。環境はそれぞれ独立ではなく互いに複雑

に影響し合っている。環境は生物に絶えず働きかけ

ている。これを環境作用 といい、また、生

物は代謝活動や生活活動によって環境を変化させて

いる。これは環境形成作用 という。

また、生物が生物同士、種内および種間競争や共

存などの働き合いを生物相互作用（あるいは環境共

生作用） という。

生物を特に人間に限定し、人間と環境について見

ると、人間は環境の作用により適応を行って生存し

続ける一方、環境を自らの生活に適するように改変

して生活している。

われわれの従事している土木事業は環境の面と共

に環境保全対策の面を強く持つものである。

すなわち つの側面を正統に評価することを忘れ

てはならない。

ペンローズの三角形
──ダム無用論を憂う──

ダム無用論が何故ここまで世の中に広まったのか

反省しなければならない。その大きな要因の一つに

水は余っている とか、ダムは環境破壊 とか、ダ

ムは治水効果がない 等の疑問に対して、きちんと

論理的に反論してこなかったのではないか。それと

も、反論する論理ができなかったのかも知れない。

そうではなくて、一通りの説明を尽くしたけれども

一般の方に理解してもらえなかったのかも知れな

い。全ての物事には裏と表の二面性があることを説

明して理解していただくことの難しさによるのでは

ないか。現在のダム無用論はダムのプラス面は無視

ダム湖の鳥獣保護区（特別保護地）指定

地域別 ダム湖数 事例（鳥獣保護区名）

北海道 糖平湖、かなやま湖

東 北 美山湖、田瀬湖

関 東 津久井

北 陸 山中温泉（我谷ダム）

中 部 奥野ダム、君ヶ野ダム

近 畿 犬山ダム、平荘ダム

中 国 大原湖、菅野湖

四 国 黒瀬ダム、玉川ダム

九 州 氷川ダム、市房ダム



し、マイナス面を極に強調することに大きな要因が

あることは確かである。

長良川河口堰事業についても、青山俊樹氏（現水

資源機構理事長）は淡水と海水の間での水開発のメ

カニズムが直感的に分かりにくいことが、反対運動

が大きくなった原因ではないかと指摘している。

現在のダム無用論の上記の三つの疑問に関して

は、専門家ならすぐに分かるのだが、いや、分かっ

てほしいのだが、一般の人にはなかなか直感的に理

解しにくいのであろう。

一つ目は、建前の水利権量は余っているというこ

とについてである。すなわち、名目上は水余りなの

であるが、実質は大変な水不足であるということが

直感的に理解していただけない。

水は余っているので、ダムによる新規水資源開発

を行う必要はないと言う。

しかし、実際には利水の安全度は極めて低く、毎

年のように取水制限や節水を余儀なくされ、何とか

しのいでいる、実質は相当な水不足である。建前の

水利権量は水需要量より上回っているので数字の上

では水余りであることは素人でもすぐにわかる。

しかし、利水安全度が低くて安定的に取水できな

い。このことは渇水被害の経験をされた人はすぐに

分かるのだが、そのような経験のない一般の人には

実感として理解しがたい。

二つ目は、ダムは環境破壊ということについてで

ある。ダムは短期的な視野からは環境破壊の側面は

ある。ダムは本体工事中は山肌を掘削し、完成後は

貯水池の水際線に帯状の裸地が形成されている。こ

れらを見ると、ダムは環境破壊であると言われても

仕方のない側面がある。しかし、長期的な視野から

見れば環境保全に大きな効果を発揮し、素晴らしい

環境を創生しているダムも数多くある。

例えば、水際線の帯状の裸地に対しては、貯水池

運用計画を制限水位方式から常時満水位方式とする

ことによって解消している。環境に対して十分な配

慮をすることにより、もとの環境ではないが生物に

とって豊かで素晴らしい環境が創生される。

三つ目は、ダムの洪水調節効果についてである。

この効果は平常時は気が付かない。ダムによる洪水

調節は平常時は不要であって、非常時のためのもの

である。

マスコミは水害被害の惨状は報道するが、ダムの

操作によって水害を未然に防いだ事例はほとんど報

道しない。従って、一般の人々には、ダムによる洪水

調節の効果は全くと言っていいほど実感されない。

この三つの事柄 水は余っている 、 ダムは環境

破壊 、 ダムは治水効果がない は直感的にはその

ように感じる。このため、この三つの事柄を組み合

わせると確信的な ダム無用論 が生まれるという

ことではなかろうか。

一つ一つの事柄は、表面的にはそのように捉えら

れても仕方がない側面（部分）を確かにもっている。

その部分部分を組み合わせると、とんでもない誤っ

た論理に帰結する。

これを私は ペンローズの三角形 ではないかと

いっている。ペンローズの三角形 とは、英国のオッ

クスフォード大学教授で、一般相対性理論の世界的

権威者であり数学者でもあるロジャー・ペンローズ

の考案したもので、またの名を 悪魔の三角形 と

言われている有名な不可能図形であり、 不可能物

体 とも言う。心理学でいう錯視

ではない。錯視というのは客観的に事実と異なるよ

うに見えるということである。

不可能物体はちゃんと不可能であるということが

感じさせられる。

多様な側面を持つ物事のある部分のみを捉えて、

それらの部分を組み合わせて論理展開するととんで

もない帰結になる。 （おわり）

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号
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春日部市は埼玉県の東部、首都圏約 に位置す

る東西約 、南北約 、面積 、人口

約 万 千人の都市で、中央部には南北に大落古利

根川、東に中川が流れる水と緑に恵まれた街です。

また、東武伊勢崎線と野田線が春日部駅で交わり、

国道 号と 号が通る交通の要衝となっています。

歴史的には日光街道 番目の宿場町として、また、

古利根川筋の宿場町として街道二十三宿のうち 番

目の規模として賑わい、商業、近隣農産物の集積地

として、さらに 桐たんす や 桐小箱 などの工

芸の街としても栄えてきました。

昭和 年 月に 町 村が合併し春日部市とな

り、昭和 年代から 年代にかけては地下鉄日比谷

線の相互乗り入れ等により、急激な開発の波が押し

寄せ、 年間で人口が約 倍にも増加しました。

本市が位置するこの流域は、利根川や江戸川、荒

川といった大きな河川に囲まれたお盆のような低平

な地形です。更には大落古利根川や中川、元荒川、

綾瀬川などの数多くの支川が流入し、勾配が緩やか

で水が非常に流れにくいといった特徴を持っていま

す。

このため、古くから幾度となく水害に悩まされて

きた土地柄であり、近年都市化の影響を受け、少し

の雨でも川に流れ出る前に、市街地に水が溢れ出す

という水害が多発してきた所でもあります。

昭和 年に中川、綾瀬川が全国で 番目に 総合

治水対策特定河川 に指定され、国土交通省、埼玉

県においては河川改修や調節池の整備、放水路の建

設等に計画的に取り組まれ、私達自治体も協力して

流域全体での総合的な治水対策を一丸となり進めて

きました。

しかしながら、依然として台風等大雨の際には本

市はもとより、流域の各自治体でも大きな浸水被害

が繰返し発生していた状況で、住民の方々から治水

対策に関し強い要望が寄せられていました。

平成 年、国はこの流域に抜本的な対策が必要で

あるということから、中流部である春日部市と隣接

する庄和町を通る国道 号の地下 に、首都圏外

郭放水路建設という一大プロジェクトを発表しまし

た。

中川・綾瀬川流域を救う首都圏外郭放水路

全国治水期成同盟会連合会理事

春日部市長 三 枝 安 茂

地方からの声 

倉松川と中川の洪水が流入する第 立坑



それは、直径 のトンネルで主要な河川を結

び、取り入れた水を江戸川に毎秒 の量で排水

する、日本最大規模の施設であるという説明を受け

た時には、驚きそのものでした。

早速、近隣自治体の 市 町で首都圏外郭放水路

建設促進期成同盟会を立ち上げ、事業の早期完成等

の要望活動を展開してまいりました。

工事は平成 年に着手され、平成 年には一部が

完成しております。以来、台風時には通水が行われ、

その結果、今まで度々浸水していた地域では被害が

見られなくなったほか、堤防からの越水を防止する

ための土嚢積みが必要なくなるなど、効果が如実に

現れました。

私を始め昔から水害に悩まされてきた流域の人達

は、この施設の偉大さに驚くとともに、事業に携れ

た方々に対し心から感謝しているところでございま

す。

現在、この事業も平成 年の出水時期の完成を目

指し、残る区間の建設が急ピッチで進められていま

す。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

中川・綾瀬川流域を東西方向に切った断面図（ ─ ）

図

市内中央を南北に流れる大落古利根川
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私は、この施設の完成は、中川・綾瀬川流域の更

なる浸水被害の低減を図り、安全で安心して暮らせ

る住環境の推進に大きく寄与するものと確信してお

ります。

結びに、国土交通省をはじめ関係各位のご尽力に

対し、改めまして敬意を表するとともに、引き続き

特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

経 歴

昭和 年 月 春日部市長に就任

現在 埼玉県河川協会会長

首都圏外郭放水路建設促進期成同盟

会会長

平成 年 月 全国治水期成同盟会連合会理事に就

任

全水連の第 回通常総会は、全国から会員約

名が参加して、次のとおり開催されました。

と き 平成 年 月 日（木）

ところ 長崎県佐世保市アルカス

規約の規定により、陣内全水連会長が議長となり、

早速議案の審議に入りました。議案は次のとおりで

す。

第 号議案 平成 年度事業報告

第 号議案 平成 年度収支決算の承認を求める

件

第 号議案 平成 年度事業計画案の承認を求め

る件

全水連だより

第 回通常総会を開催

第 号議案 平成 年度収支予算案の承認を求め

る件

第 号議案 役員改選に伴う就任について承認を

求める件

第 号議案から第 号議案まで、いずれも原案の

とおり議決承認されました。議案審議の終了後、新

しく選任された役員のうち、本日出席されている副

会長に就任した細江茂光中部直轄河川治水期成同盟

会連合会会長（岐阜市長）ならびに理事に就任した

佐々木清蔵広島県土木協会河川部会副部会長（安芸

太田町長）及び牧剛尓稲葉ダム促進期成会会長（竹

田市長）が紹介された後、陣内会長が全役員を代表

して挨拶し、総会を終了いたしました。
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本総会におきまして、会長

就任のご承認をいただきまし

た陣内でございます。

全役員を代表いたしまし

て、一言ご挨拶を申し上げま

す。

この度の役員改選におきま

しては、役員の交替が 名と

いう大幅な交替となりまし

われました際は、会員の皆様には全水連の各般の活

動にわたり、多大なるご支援を賜りましたこと、改

めて厚く御礼申し上げます。

かように多難な時期であるにも拘わらず、昨年は、

集中豪雨や観測史上最多の 個の台風が上陸するな

ど、全国各地に甚大な被害が発生し、多くの人命と

莫大な財産が失われましたことは、ご案内のとおり

であります。

わが国のこのような現状に対しまして、治水施設

の整備が水資源対策と合わせ急務であることは、今

更申し上げるまでもございません。

役員一同、当連合会に課せられました使命の重大

さを認識し、全力を尽くして参る所存であります。

ご参集の皆様方のなお一層のご支援をお願い申し

上げまして、挨拶といたします。

なお、新しく就任した役員は次のとおりでありま

す。

役 職
前 任 者 再任新任

の別
後 任 者

氏 名 公 職 名 氏 名 公 職 名

任期 平成 年 月 日から平成 年 月 日まで

陣内会長の役員代表挨拶

会 長 陣内 孝雄 参議院議員 再任 陣内 孝雄 参議院議員

副 会 長 瀬戸 孝則
福島市長、東北直轄河川治水期成同盟会連
合会会長

再任 瀬戸 孝則
福島市長、東北直轄河川治水期成同盟会連合
会会長

小嶋 善吉
静岡市長、中部直轄河川治水期成同盟会連
合会副会長

新任 細江 茂光
岐阜市長、中部直轄河川治水期成同盟会連合
会会長

坂下 一朗
香川県内海町長、内海ダム再開発建設促進
期成会会長

再任 坂下 一朗
香川県内海町長、内海ダム再開発建設促進期
成会会長

江藤 守國 久留米市長、九州治水期成同盟連合会会長 再任 江藤 守國 久留米市長、九州治水期成同盟連合会会長

専務理事 大場 真弥 全水連事務局長 再任 大場 真弥 全水連事務局長

理 事 河野 順吉
深川市長、北海道治水砂防海岸事業促進同
盟会長

再任 河野 順吉
深川市長、北海道治水砂防海岸事業促進同盟
会長

川井 貞一 前白石市長、前宮城県治水協会会長 新任 鹿野 文永 宮城県鹿島台町長、宮城県治水協会会長代理

目黒 栄樹
長井市長、長井ダム建設促進期成同盟会会
長

再任 目黒 栄樹 長井市長、長井ダム建設促進期成同盟会会長

三枝 安茂 春日部市長、埼玉県河川協会会長 再任 三枝 安茂 春日部市長、埼玉県河川協会会長

荻野 幸和 前黒部市長、前富山県河川協会会長 新任 大家 啓一 小矢部市長、富山県河川協会会長代行

米澤 博孝
前富山県利賀村長、利賀ダム建設促進期成
同盟会副会長

新任 溝口 進 南砺市長

本田 忠彦 西尾市長、愛知県河川海岸協会副会長 再任 本田 忠彦 西尾市長、愛知県河川海岸協会副会長

酒井 哲夫
福井市長、近畿直轄河川治水期成同盟会連
合会会長

再任 酒井 哲夫
福井市長、近畿直轄河川治水期成同盟会連合
会会長

林 興平
前島根県邑智町長、前島根県土木協会河川
部会評議員

新任 佐々木清蔵
広島県安芸太田町長、広島県土木協会河川部
会副部会長

桝田 與一
前大洲市長、前四国治水期成同盟連合会副
会長

新任 大森 隆雄 大洲市長、四国治水期成同盟連合会副会長

阿南 馨 前竹田市長、前稲葉ダム促進期成会会長 新任 牧 剛尓 竹田市長、稲葉ダム促進期成会会長

津村 重光 宮崎市長、宮崎県河川協会会長 再任 津村 重光 宮崎市長、宮崎県河川協会会長

監 事 佐藤武一郎
宮城県三本木町長、多田川改修促進期成同
盟会会長

再任 佐藤武一郎
宮城県三本木町長、多田川改修促進期成同盟
会会長

奥本 務 高槻市長、淀川右岸治水促進期成同盟会長 再任 奥本 務 高槻市長、淀川右岸治水促進期成同盟会長

た。前役員の皆様には、長年に亘り当連合会の発展

のためにご指導を賜り厚く御礼を申し上げます。

皆様の地方におかれましては、現在市町村合併が

進められており、そのご労苦に対し深く敬意を表す

るものであります。

さて、昨年は三位一体改革に関連して、治水事業

関係の国庫補助負担金の廃止・税源移譲の議論が行
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